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第 16 回名古屋大学博物館特別展「大モンゴル展」の導入パネル記録

Record of introductory panels of the 16th NUM Special Exhibition 
“Mongolia the great” 

足立　守（ADACHI Mamoru）

名古屋大学博物館
The Nagoya University Museum

場所：名古屋大学博物館（古川記念館）２階玄関ロビー

会期：2012 年３月 17 日（土）〜８月 31 日（金）

主催：名古屋大学博物館

共催：モンゴル科学技術大学

後援：文部科学省、経済産業省資源エネルギー庁、モンゴル国教育文化科学省、

　　　駐日本モンゴル国大使館

　2012 年３月 17 日から８月 31 日まで，第 16 回名古屋大学博物館特別展として，「大モンゴル展 

Mongolia the great」が開催された（担当は束田和弘博物館准教授）．会期前半の展示は，主にモンゴ

ルの自然・資源・環境問題，後半はモンゴルの伝統文化に焦点を当てたものであった．この「大モン

ゴル展」の導入部に，幕末から明治に活躍した榎本武揚を取り上げ，８枚の解説パネルを作成し展示

した．榎本を取り上げた理由は，彼が今から 130 年以上も前にモンゴルに着目し，1878 年（明治 11

年），ロシアの首都ペテルブルグからシベリアを横断して帰国する途中に，モンゴル北部の現地調査

を行った最初の日本人であったからである． 

　モンゴル関連の展示に榎本武揚が登場することはこれまでなかったと思われるので，８枚の解説パ

ネルのうち本号の醍醐龍馬氏の報告と重複が多いシベリア横断ルート図など３枚を割愛し，残りの５

枚を記録として残すことにする．榎本が『シベリア日記』の中に書き残した地質学的な観察事項の解

釈にあたっては，講談社編（2008）の『榎本武揚　シベリア日記』を参考にした．

　パネル作成にあたって，榎本武揚の曾孫で東京農業大学客員教授の榎本隆充氏からは貴重な資料の

提供を，大阪大学大学院法学研究科の醍醐龍馬氏からは示唆に富むご助言を，愛知大学の加藤詔士教

授（名古屋大学名誉教授）からは奈良坂源一郎が創設した「愛知教育博物館」への義捐金拠出者リス

トについてご教示をいただいた．この場を借りて三氏に厚くお礼申し上げる．

　なお，大モンゴル展会期中の６月 16 日（土）には，榎本隆充氏による「子孫の語る榎本武揚」と

醍醐龍馬氏による「榎本武揚が見た露清関係とモンゴル：シベリア日記を中心にして」の連続講演が

行われ，多くの聴衆を魅了した．
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（2012 年 10 月 15 日受付）


